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【手続補正書】
【提出日】平成29年8月16日(2017.8.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　湿潤混合物を形成するステップであって、該湿潤混合物が、
　　水、
　　特定の粒径、約０．２５μｍ～約５μｍの範囲内のｄ１０、約５μｍ～約２０μｍの
範囲内のｄ５０、および約２５μｍ～約１００μｍの範囲内のｄ９０を有する、合成ウォ
ラストナイト、擬ウォラストナイト、ランキナイト、ゲーレナイト、ベライト、およびア
ライトの１つ以上を含む、ケイ酸カルシウム粉末、
　　約０．２５μｍ～約２００μｍの範囲内の粒径（ｄ５０）を有する酸化カルシウムま
たはシリカを含む充填剤粒子、ならびに
　　気泡剤を含む、前記湿潤混合物を形成するステップと、
　前記湿潤混合物を型に流し入れるステップと、
　前記気泡剤によりガス状生成物を生成させ、これにより前記湿潤混合物の体積膨張をも
たらすステップと、
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　前記膨張混合物を約２０℃～約１００℃の範囲内の温度で、水およびＣＯ２の雰囲気下
、十分な時間予備硬化させ、脱型および／または切断に必要な十分な初期強度を達成する
のに適した予備硬化物をもたらすステップと、
　前記予備硬化物を脱型および／または所望の寸法に切断するステップと、
　前記脱型および／または切断予備硬化物を約２０℃～約１００℃の範囲内の温度で、約
６時間～約６０時間、水蒸気およびＣＯ２の雰囲気下でさらに硬化させ、製品をもたらす
ステップとを含む、気泡複合材料の製品の製造プロセス。
【請求項２】
　前記湿潤混合物が、
　　凝結制御混和剤、
　　気泡安定剤、および
　　分散／粘度調整剤
をさらに含む、請求項１に記載のプロセス。
【請求項３】
　前記予備硬化物の硬化後、
　残留水を除去するため、前記硬化物を約２０℃～約１１０℃の範囲内の温度で、約１２
時間～約９６時間乾燥させるステップ
をさらに含む、請求項１または２に記載のプロセス。
【請求項４】
　前記膨張混合物の硬化が周囲雰囲気圧～周囲雰囲気圧の約３０ｐｓｉ超の範囲内の圧力
下および約２５％～約９９．５％の範囲内のＣＯ２濃度下で行われ、気泡複合材料が製造
される、請求項１～３のいずれかに記載のプロセス。
【請求項５】
　前記予備硬化およびさらなる硬化が動的ＣＯ２循環流動条件下で行われる、請求項１～
４のいずれかに記載のプロセス。
【請求項６】
　湿潤混合物の形成が、次の成分の特定の添加順での混合：
　　所定分量の水の添加；
　　前記凝結制御混和剤の添加および混合；
　　前記分散／粘度調整剤の添加および混合；
　　ケイ酸カルシウム粉末の添加および混合；
　　均質なスラリーを形成するための前記充填剤粒子の添加および混合；ならびに
　　前記気泡剤の添加および混合
を含み、ならびに／または
　前記湿潤混合物が特定のパーセントでの次の成分：
　　前記湿潤混合物の約４０～約９５重量％での前記ケイ酸カルシウム粉末、
　　前記湿潤混合物の約０～約３０重量％での前記充填剤粒子、
　　前記湿潤混合物の約０～約０．０５重量％での前記凝結制御混和剤、
　　前記湿潤混合物の約０．０５～約０．２５重量％での前記分散／粘度調整剤、および
　　前記湿潤混合物の約０．０５～約０．３０重量％での前記気泡剤
の混合を含む、請求項２～５のいずれかに記載のプロセス。
【請求項７】
　前記予備硬化のステップが約２０℃～約８０℃の範囲内の温度で約１時間～約１０時間
、水およびＣＯ２を含む蒸気下で行われ、ならびに／または
　前記予備硬化物のさらなる硬化が約２０℃～約８０℃の範囲内の温度で約５時間～約４
０時間、水およびＣＯ２を含み、約周囲雰囲気圧～周囲雰囲気圧の約３０ｐｓｉ超の範囲
内の圧力を有する蒸気下で行われる、請求項１～６のいずれかに記載のプロセス。
【請求項８】
　前記ケイ酸カルシウム粉末がウォラストナイト、擬ウォラストナイト、ランキナイト、
ベライト、およびアライトから選択される、請求項１～７のいずれかに記載のプロセス。
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【請求項９】
　前記気泡剤が粉末および／もしくはペースト形態の、アルミニウム、鉄、亜鉛、または
液体形態の過酸化水素から選択される、請求項１～８のいずれかに記載のプロセス。
【請求項１０】
　前記凝結制御混和剤がグルコン酸塩およびスクロースから選択され、ならびに／または
前記分散／粘度調整剤がポリカルボン酸塩系材料であり、ならびに／または前記硬化のス
テップの終わりに強度をもたらす成分が主に炭酸カルシウムおよび非晶質ケイ酸カルシウ
ム相、ならびにケイ酸カルシウム水和物ゲルおよび水酸化カルシウムからなる、請求項２
～９のいずれかに記載のプロセス。
【請求項１１】
　特定の粒径、約０．２５μｍ～約５μｍの範囲内のｄ１０、約５μｍ～約２０μｍの範
囲内のｄ５０、および約２５μｍ～約１００μｍの範囲内のｄ９０により特徴づけられる
複数の結合要素であって、
　　主にケイ酸カルシウムを含むコアと、
　　シリカに富む第１層、すなわち内層と、
　　炭酸カルシウムに富む第２層、すなわち外層を含む、各前記結合要素；
　約０．５μｍ～約５００μｍの範囲内の粒径を有する複数の充填剤粒子；ならびに
　複数の空隙を含む気泡複合材料において、
　　前記複数の結合要素および前記複数の充填剤粒子がともに１つ以上の結合マトリック
スを形成し、前記複数の結合要素および前記複数の充填剤粒子がその中で実質的に均一に
分散されて互いに結合し、
　　前記複数の空隙が前記気泡複合材料の約５０体積％～約８０体積％を占める気泡形状
および／または相互接続チャネルであり、これにより
　　約３００ｋｇ／ｍ３～１５００ｋｇ／ｍ３の密度、約２．０ＭＰａ～約８．５ＭＰａ
の圧縮強度、および約０．４ＭＰａ～約１．７ＭＰａの曲げ強度を示す、気泡複合材料。
【請求項１２】
　前記充填剤粒子が約０．５μｍ～約５００μｍの範囲内の粒径を有するフライアッシュ
、ボトムアッシュ、スラグ、石灰石、マイクロシリカ、および石英、並びに約２０μｍ～
約５００μｍの範囲内の粒径を有する軽量骨材から選択される、請求項１１に記載の気泡
複合材料。
【請求項１３】
　前記複数の結合要素が、アルミニウム、マグネシウムおよび鉄の１つ以上を含む前駆体
ケイ酸カルシウムから化学的に変換される、請求項１１または１２に記載の気泡複合材料
。
【請求項１４】
　前記複数の空隙が前記気泡複合材料の約５０体積％～約８０体積％を占め、
　約４００ｋｇ／ｍ３～１２００ｋｇ／ｍ３の密度、約３．０ＭＰａ～約６．０ＭＰａの
圧縮強度、および約０．６６ＭＰａ～約１．３２ＭＰａの曲げ強度を示す、請求項１１～
１３のいずれかに記載の気泡複合材料。
【請求項１５】
　分散またはレオロジー調整混和剤、顔料、凝結遅延剤、および凝結促進剤から選択され
る添加剤をさらに含む、請求項１１～１４のいずれかに記載の気泡複合材料。
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